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｢､L ｢ 一

｢｢作家芥川龍之介の形成- そ の 漢 学 素 養 を 申 J亡

♪さこ- -J . 1-

淡江大学講師

彰 春

陽- ､ 芥 JHの 生 し､立 ち芥川龍之介は明治二十五 (一八九二)年三月一日､東

京市京橋区入船町八丁目一番地に牛乳版克業耕牧舎を巌営する新原敬三の長男として生ま

れた｡辰年辰月辰日長刻に生まれたので､龍之介と命名されたといわれている｡明治二十

年代といえば､ちょうど坪内避遥の 『当世書生気質』や二葉亭四迷の F浮雲』や森鴎外の

F舞姫』などの作品が発表された年代で､これらの当時の若手の文学者が頭角を現した時代であるOいわゆる､日

本近代文学の曙の時代である｡父四十三才､母三十三才の､二人とも大厄ゼある年に

生まれた龍之介の生後七か月に､生母ふくが突然発狂した｡このため､龍之介は生母の兄

である芥川道葦に引き取られることになった｡道章の家で育てられ､明治三十七 (一九〇

四)年八月満十二歳の時に､芥川家に入籍したO遺筆夫妻には娘が一人いたが､早死にし

たので､当時子供がいなかった｡この生母の発狂は､龍之介に大きな影響を与えた｡彼は後

に ｢点鬼簿｣ (大正十五年十月一日発行の雑誌 『改造』第八巻第十一号に掲載された小説

)に生母のことを次のように書いたO ｢僕の母は狂人だった｡僕は一度も僕の母に母ら

しい親しみを感じたことはないO僕の母は磐を櫛巻きに.L､いつも芝の実家にたった∵人

坐りながら､長煙管ですぱすぱ煙草を吸ってゐるO顔も/)､さければ体も小さいOその又顔は

どう云ふ訳か､少しも生気のない灰色をしてゐる｣と｡生母の発狂は龍之介の精神面に

大きな影響を与え､当時の常識では発狂は遺伝的なものだと億じていたので､芥川はいつか

自分も発狂するのではないかと､その狂気の遺伝を心配していた｡龍之介が十一才の時､･

生母ふくはついに衰弱のため亡くなった｡被の母に対するイメージは ｢或阿呆の一生｣ (

昭和二年六月二〇日付で久米正雄に託された遺稿であり､同年の-〇月の F改造』に発表された小説)にこう
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､･｢ 一二一母狂人たちは皆同じやうに鼠色の着物を着せられてゐた.広い部

屋はその為に-層憂執 こ見えるらしかったo彼等の一人はオルガンに向ひ､熱心に賛

美歌を弾垂つづけてゐたo同時に又彼等の一人は丁度部屋のまん中に立ち､凝ると云ふよりも跳

ねまはってゐた｡彼は血色の善い医者と-しよにかう云ふ光景を眺めてゐた｡彼

の母も十年前には少しも彼等と変わらなかったO少しも､- 彼は実際彼等の臭気に彼の母の臭気を感

じた｡ (後略)また ｢点鬼簿｣にも､ ｢画を描いてくれと迫られると､四つ折の半紙に

画を措いてくれる｡画は墨を億ふばかりではない｡僕の姉の水絵の具を行楽の子女の衣服

だの草木の花だのになすってくれる｡唯それ等の画中の人物はいづれも狐の顔をしてゐた｣

と書いたO芥川にとって､生母の母親像は､こういった親しみのない､虚像としての狂人のイメージしかな

いのである｡芥川にいわゆる母親的な親しみを感じさせたのは､実の母でもなく

養母でもなく､生母ふくの実姉にあたる､伯母のふきであった｡ ｢文学好きの家庭から｣ (

F文章倶楽部』大正七年一月)には､芥川は ｢伯母が-人ゐて､それが特に私の面倒を見

てくれましたO今でも見てくれてゐます｡家中で顔が一番私に似てゐるのもこの伯母な

ら､心もちの上で共通点の一番多いのもこの伯母ですO伯母がゐなかったら､今日のやうfJ.
～

私が出来たかどうかわかりません｣と言っているO父敬三が龍之介を新原家へ連れ戻そ

うとして､珍しい果物や飲み物を勧め､巧言令色を弄しても｢生憎その勧誘は一度も効を

奏さなかった｡それは僕が養家の父母を､- 殊に伯母を愛してゐたからだった｣ (｢点鬼簿

｣)｡しかし､芥州 まこの伯母と衝突もよくしたらしいO初恋の誉田弥生に求婚しようと

する芥川は､ ｢家のものにその昔をもち出した そして烈しい反対をうけた 伯母が夜

通しないた 僕も夜通しないた｣と､友人の恒藤恭に話した (注1)｡･それから､ ｢或阿

呆の一生｣には､伯母に関する項目は二つある｡ ｢三 家｣と｢十四･結婚｣である｡

三 家彼は或郊外の二階の部屋に寝起きしてゐたOそれは地盤の緩い為に妙に傾いた二階
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｢ヽ ｢､ ｢ヽ彼の伯母はこの二階に度たび彼と喧嘩をした

｡それは彼の養父母の仲裁を受けることもないことはなかったoLかし彼は彼の伯母に

誰よりも愛を感 じてゐたO-生独身だった彼の伯母はもう彼の二十

歳の時にも六十に近い年よりだった｡LT t 彼は或郊外の二階に何度も互に愛し合ふもの

は苦しめ合ふのかを考へたりした｡その間も何か気味の悪い二階の傾きを感じながら｡

十四 結 婚彼は結婚した翌日に ｢釆勿々無駄費ひをして

は困る｣と彼の妻に小言を言った｡しかしそれは彼の小言よりも彼の伯母の ｢音へ｣

と云ふ小言だった｡彼の妻は彼自身には勿論､彼の伯母にも詫びを言ってゐた｡彼の為に買って来た費水仙の鉢を前

にしたままO･････こうして当時の芥川龍之介は､これ以上ない恩義を

伯母に背負いながら､多大な束縛をも感じていたのである｡彼は､伯母のことを ｢僕の生

産を不幸にした人で無二の恩人｣であると書いている｡この伯母は ｢道華氏とおなじく額の

広い､やや眼のくぼんだ顔立ちであったが､少し車にらみで､中々勝気な人であった｡

その物腰なり､話ぶりなりが芝居に出て来る御殿女中を連想させるやうなところがあった｣

(注2)｡右の文でもわかるように片目が抄で､それが原因なのか一生独身だった｡そして芥川の身の

回りの世話をしていたのである｡芥川にもう一人の "母けがいる- 養母の億であ

る0億は幕末の大通 r津藤の姪で､昔の話を沢山知ってゐます｣ (注3)｡人柄としては､

｢至って気だてのやさしい､よく物事に気のつく婦人で､いかにも人なつこい口調で淀

みなく､もの柔らかに話す人｣であった (注4)｡芥川の ｢大導寺信輔の半生｣ (大正一四 ･一

『中央公論』)の ｢三 貧困｣の中で

､この母のことを次のように措いた｡母は ｢風月｣の菓子折につめたカステラを親

戚に進物にした｡が､その中身は ｢風月｣所か､

近所の菓子屋のカステラだった｡ここの母は､養母の億をモデルにしたのであろう (注

5)｡つまり､古風で､優しくて､家計のやり
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芥川は生埠の発狂により､生後七ケ月で芥-11像 に引き取られ､子供のいなかった道草夫

妻や伯母に寵愛されていたのである｡その義理を背負ったのか､実父の実家へ逃げて来い

との勧誘には乗らなかったOっいに､明治三十七年に得二を生んだふゆ (芥川の叔母)を

新原家に入籍することを条件に､龍之介を芥川家の養子として､正式に養子縁組を結んだ

のである (明治三十七年八月芥川が満十二歳の時)｡そこで､この叔母ふゆが､龍之介の

実父の後妻であることから見れば､彼の事実上の 4凝母"になったわけであるoLかし､

この四人目の "母"は､前の三人ほど､龍之介の成長に影響を与えなかったのであるO

このように､四人の母を持っている龍之介が他人より四倍の母性愛を受けたのだろうと

思ったら､それは大間違いである｡却ってそれと正反対で､彼は普通の子供より四倍の神

経を使わなければならなかったのである｡どの母にどのような振る舞いをすれば可愛がら

れるかということを､幼い心で常に考えざるをえない羽目になっていた｡

芥川龍之介の漢文素養はどのように培われたのであろう｡まず､彼の家庭教育から見て

みよう｡

前述のように､龍之介の養家芥川家は由緒のある旧家であり､養父道章をはじめ養母億

および実際に龍之介の面倒を見ていた伯母フキは､みんな教養人であった｡そのため､′小

学校に入った龍之介は学校の勉強の外に､英語と浜文と習字の学習にも通わせられた｡『追

憶』 (『文芸春秋j大正一五 ･四～昭和二 ･二)の ｢学問｣の項に次の記述が革る｡

僕は小学校へはひった時から､この ｢お師匠さん｣の一人息子に英語と漢文と習字

とを習った｡が､どれも進歩しなかったO唯英語はTやDの発音を覚えた位であるO

それでも僕は夜になると､ナショナル･リイダアや日本外史をかかへ､せっせと相生

町二丁目の ｢お師匠さん｣の家へ適って行ったortisadog- ナショナル ･リイ

ダアの最初の一行は多分かう云ふ文章だったであらうoLかしそれよりはっきりと僕

の記憶に残ってゐるのは何かの拍子に ｢お師匠さん｣の育った ｢誰とかさんもこの頃

昔や身なりが山水だな｣と云ふ言葉である｡

相生町二丁目に住んでいる ｢お師匠さん｣という人は､芥川家の∴中節の師匠だった､宇

治柴山のことであるo龍之介は宇治紫山の息子大野勘-に､英語 ･盛文 ･習字を習ったの

であるBそれから､ ｢′)＼学校へはひった時｣というのは､明治三十一年 (一八九八年)に

84
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｢｢江東尋剃登校に入学した時点を枯すのではなく､多分高等科一年に進級した明治三十

五年 (一九〇二年)､龍之介が十-歳の頃だったであろう｡少年芥1日の漢文勉強の噂矢と見られる

この学習について､本人がそれほど評価しなかったけれども､漢文への開眼という点で見

れば､とても重要な意味を持っている.二 ､ 中 国 二文 学 と の 接 一点小学校の頃の龍之介は､体

が弱かったせいか､学校で同級生の杉浦誉四郎にいじめられたことがある｡｢追憶｣

(『文芸春秋JZ大正一五 ･四～昭和二 ･二)にこう書いた :｢(杉浦は)隣席にゐた

から何か口実を辞へては度々僕をつねったりした｡おまけに杉浦の家の前を通ると狼に似た犬

をけしかけたりもした｡ (これは今日考へて見れば Greyhotlndと云ふ犬だったであらう｡)僕はこの犬に追ひつめられた揚句､とうとう或畳

屋の店へ飛び上ってしまったのを覚えてゐる｣｡しかし､芥)"はいじめられるばかり

ではない､級友をいじめたこともあるO大島敏夫という､芥Jtは りも頭のおお重い同放

生がいて､芥川は ｢気の毒にも度たび大島を泣かせては､泣虫泣虫とからかひしものなり｣と自白している (

｢学校友だち｣ 『中央公論Jl 大正一四･二)｡小学時代の芥川龍之介

の学校成績は優秀であった｡作文も上手だった｡それから小説をたくさん読むようになっ

た｡読むだけでは満足できなかったので､何故生たちと 『日の出界』という回覧雑誌まで出して

､多くの文章を書いたoこのころから文学的な才能の頭角を現し始めたO明治三十八 (

一九〇五)年四月､芥川は束京府立第三中学校に入学した｡旧友たちと､『曙光』や 『碧

潮Jなどの回覧雑誌を出している｡在学中友人と槍ヶ岳に登ったことがあり､このとき文

章に書いたもの (｢槍ヶ岳に登った記｣)が後日の ｢槍ヶ獄紀行｣ (大正九 ･七､

雑誌 F改造』に発表)の底本となったoC'あ時期の重要な作品と言えば､ 『東京府

立第三中学校学友会雑誌』第十五号に掲載した ｢義仲論｣が挙げられる｡この論文は文語体で木曽
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いことは芥川が後に作家になったときに抱懐した歴史小説観を予示していると見てよいで

あろうo l . .r l

明治四十三 (一九一〇)年､中学校を卒業し､成績が優秀だったため､無試験で第-高

等学校第一雲拓乙類 (文科)に入学したOここで､久米正雄 ･恒藤 (旧姓､井川)恭 ･菊地

寛 ･松岡譲 ･石田斡之助 ･成瀬五一 ･山本有三など､芥川が将来作家として育つのに大き

な影響を与えた人々と出会った｡その中で特に恒藤 (井川)碁との親交が目立ち､よく午

前の授業と午後の授業のあいだの昼休みの時間に､人生や芸楯などの問題について熱心に

論じあった0-%れから､｢(寮で)腐食､起臥を共にするようになったので､おのずと私

(短慮)は芥川と行動を共にする機会をより多くもつようになったO上野の不忍池のあた

りや小石川の植物園などにいっしょに散歩したり､時には食堂の賄い方でこさえてもらっ

た竹の皮包みの弁当をたずさえて武蔵野の辺まで足を伸ばしたりしキ｣ (注6)a-高時

代の芥川はまじめな学生だったらしいo ｢めったに欠席するようなことはなく､毎日の授

業時間に几帳面に出席したものであった｣ (短藤恭 ｢青年芥川の面澄｣)｡

この時期の読書については､まず明治四十三年六月二十二日山本富曹司宛の手紙に､

冷笑と淑右近什と六人集とを御覧に入れる 雨の音をき なゝがら読ンでくれ絵へ本も

喜ぶだらう六人集の中でアンドレエフの ｢霧｣はうまく書かれてると思ふ 読者をし

て読者自信の生活を顧させるカがあるやうな気がする

アルツイパーセフの ｢妻｣もいゝ

パIJモントも面白かった 全編を通じて伏字が多いのには恐れる､冷笑を僕が好むの

は云ふ迄もない､軟石近什の中では夢十夜を最も愛すね 殊に第一夜と第六夜と第七

夜がいゝ 最屡 〟くりかへしてよンだのは三冊の中で淑右近什だった

芥川龍之介は友人の山本喜曹司に 『冷笑』と F軟石近什』と 『六人集』を推薦 し､符に軟

石の ｢夢十夜｣ (明治四一 ･七～八)に傾倒し何度も読み返 したというOこの感銘は後の

たくさんの作品に大きな影を落としたのである (注7)Oそのほか､アンドレーエフ (…

^七一～一九一九)のような､ロシアの若手の作家 (それも厭世的な作品を書 くような作

衣)に惹かれたことも､芥川龍之介の性格を象徴的に示すものにしたように思われる｡そ

れから､明治四十三年七月三日恩師の広瀬雄宛の手紙に､借りた 『DIMINUTiVE
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DRAMS』を読んだところで､ ｢THE AULIS DIFFⅠCULTY｣が最

も心を惹くと車いた後､

･t/ II ._ .
今日朝来微雨独座して許丁卯の詩集を播く一味の暗慾の霧の如く人に迫るを感じ候殊

に其懐古七律の如き格調痛義挙義山に此すれば更に微､温飛押 (注､ 山卿"の誤り)

に此すれば更に腰､青蓮少陵以降七律を以て斗甫第-人の名ありしもの誠に偶然なら

ず候

と､許丁卯の詩集を読んだ感想や､挙義山や温飛卿などとの此穀を付け加え､漢詩の鑑賞

力と博識を恩師に示そうとする箇所が注目されるO壕た､明治四十四年五月二〇日山本書

誉司宛の手鼻郎こ､ ｢この頃は枕の革長軸†大好になって耽読してゐます 俊戊の女と清少納

言とは､日本の女流作家の中で大好きな人になりました､紫式部はよんだことがありませ

んけれども､この二人はどす垂になりさうもありません｣と 『枕草子』を薦めたoLかし､

この時期 (明治四十三年～四十的年)の芥川は何と言ってもロシア文学に夢中になってい

たのであろうOド'Rトエフスキーの似顔絵を書いたり (注8)､友人同士でロシア耽りの

あだ名をつけあったりする (注9)ほどの有り様である｡それから､中学校の友人西川英

次郎や中原安太郎 ･中塚莫巳男 ･木本守治 ･.長島武 ･神山与男たちとの三泊四日の御岳方

面の旅行について､次のように描いているO

青梅街道のロ川から石畑までは草の長く生えた人通りのない道で所々に散在する潤裏

樹林の外には目を障るものもない原でした ゴゴルのタラスプルバの中にあるステッ

プの叙景も思出されます この度を僕たちの通ったのは彼是しらしら明けで 小雨の

そぼふる中に遠い村の鶏の声が問え 道ばたの藻草のうす紫や蔀の白いのが 薄暗い

中にも 漸見え出しました､殊に此近傍の村々が羽村と云ひ､拝島と云ひ福生と云ひ

小作と云ひ管ロシア- あの麻の花の香のするなつかしいロシアの誰を帯びてゐるの

がうれしいではありませんか (中略)

青梅の淋しい町 多摩川の白く濁った淡 さうして御薮の杉林の夕暮- 桑畑の中を

走る汽車の窓にはルーヂンがなつかしい思出にふけてゐるでせう 禅林の路をゆく女

はエレンかもしれません そしてあの刈麦の畑のはてにある藁茸の中には､サモワル

の膏を立てる傍でステップのリヤが酔倒れてゐるやうに思ほれます､けれどもプ-シ･

87



｢､L ｢ 一 ｢｢

キンは- レルキントフは- ツルゲネフは- ドストエフスキーは… トルス トイ

は-ゴリキーはどこにゐるのでせう (経lo)

芥川龍之介の眼前には現実の景色とロシア文字の中の風景とが織り混ざり､作品の車の人

物が出て凍そうな､ロシア的の田園風景が浮かび上がっていくOそれから､ロシアの作家

の名前の羅列｡ ここで芥川龍之介のロシア文学への最眉が伺われるOでは､なぜロシア文

字に心を惹かれたのであろうかOその理由はいろいろ挙げられるだろうが､第-には近代

の西洋の文学の中で､ロシア文字ほど当時の ｢日東の読書階級に影響を与へたものはあり

ません｣ (｢露訳短編集の序｣昭和二年三月)という当時の風潮が理由としてあげられよ

うし､また知人宛の書簡に ｢北方ロシアの白樺の林はツルゲネフに猟人日記の雄篇を斎し

たしステップの藍花の香はゴゴルにダラスプルパの中のあの美しい叙景を斎した｣ (注目)

と番いているように､ロシアの作家の作品の中の自然の雄大さや美しい叙景に感銘を受け

たことも理由としてあげられよう｡しかしそのほかに､芥川龍之介の心を強く引き寄せる

何ものかがあると思われる｡

明治四十三年九月､-高に入った芥川龍之介は心の中に一つの悩みを秘めていた｡それ

は山本薯誉司との交友関係である｡九月十六日の山本宛の手紙に､ ｢正直な所を申せば僕

は君の四囲にある人に対して嫉妬を感じ侯､僕の君を思ふが如くに君を息へる人の僕等の

うちに多かるべ童を思ふ時此 F多かるぺLjと云ふ準泰は F早晩君僕を去り絵はむ』の不

安を感ぜしめ此不安は更にかなし畠嫉妬を脅し来り侯｣と書き､ このかなしき嫉妬は ｢僕

をして淋しき物思に沈ましめ侯 かゝる物思のさびし軍は此頃になりてはじめてしみじみ

味はひしものに候｣となり､それからその淋しさの中に熱いものが絶えずに燃えていると

いうOそしてついに ｢あ 僕ゝは君を恋ひ侯｣とまで告白したOその恋なるものは ｢君の為

には僕のすべてを紬つを辞せず｣ほどのもので､すべての友人や先生に背いても､自分の

自由を捨てても構わないのであるOつまりそれは ｢僕は君によりて生き侯君と共にするを

得べくんば死も亦甘かるぺLと存候｣はどの激しい恋である｡Lかしこう告白する-方､

｢恐らくは 僕のおろかなるを噂ひ給ふ事と存侯｣と不安をも感じていたoこのように同

性愛に悩まされている芥川龍之介は大意のロシア文字を読み､その中から安らぎと生き方

を求めようとするようになったのであろうOなぜならそれは今まで読んで来た日本文学や

車国文学の車になかったものだからO

けれども､ロシア文学に突き込んでいけばいくほど､それは芥川龍之介を厭世的に達ら
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せてしまう結果となった｡レルモントフの ｢自分には魂が二つある､-は始終働いてゐ

るが一



ヽヽ.
親交のあった友人山本著者司と別れ別れになったため､落ち込んでいた｡中国の藻詩では

｢ . 彼のこか う心境を癒すことがで重なか-たのか､芥川鮎 介はロシア文学に達-た｡そ
のため､厭世的になったoLかLl高等学校の後半期からは 『遊仙劇 などの- 幻想ノ小

説の影響で､-転して現実離れの怪奇に趣味を持つようになったO厭世主義も怪奇趣味も､

作家芥川龍之介の形成に大きな役割を果たしているO

三 ､ 中 国 古 典 の 円̀管痴 ′J 説ヽ の 男多饗

-高の卒業試験中､芥川龍之介はまだ英文科-行こうか外の科へ行こうかと迷っていた｡

七月第一高等学校を卒業した (二十七人中二番､一番は恒藤恭)D産局､芥川龍之介が東

京帝国大学の英文科に進み､恒藤兼が京都帝国大学法学科に入ることになったD短藤が京

都に行くと決めてから､芥川は長い手紙を書き送ったO ｢愈々君が京都へゆくとなって見

ると､自分は大へんさびしく思ふ｡時としては恵み､時としては争ったが､突破三年間-

高にゐた間に一番愛してゐたのは君だったと思ふ｣と山本書曹司の時と似たような告白を

したのである｡しかし､少し違うのは､芥川龍之介は恒藤を良垂友としてだけではなく､

良きライバルとしても見ているのであったO-つ例を挙げると､第一高等学校二年の時､

寮に入ったばかりの芥川龍之介は､ある日散歩から部屋へ戻り､恒藤恭の机のうえにある

白い本を見たO何げなく開けてみると､それはフランス語のメーテルリンクであった｡そ

れまで恒藤がフランス語ができることを知らなかった芥川はショックを受け､不快を感じ

たoその後数日に亙って､彼はその刺激で何冊かの本を読んだのであった (注18)｡芥川

の負けず嫌いな性格の現れである｡

卒業後の芥川龍之介は暫く横文字から離れ､中国の古典′jl説に没頭していた｡ 『虞初新

語』や 『努燈新語JやF五才子書』や F金瓶梅jなどのような ｢古ぼけた｣本であった (注

19)O大正十年発表の小品 ｢奇遇｣ (F中央公論』掲載)の題材はこの F努燈新話』の ｢消

磨奇遇記｣であるほか､ ｢雑輩｣(『人間J大正九 ･九～一二)の ｢痴情｣の項で､｢『金

瓶梅』巻の小説､西洋に果してありや香や｡｣と書いたOこの F金瓶梅』は先の 『遊仙窟』

と共に猿寮の本として中国では "禁書'扱いにされていた｡すでに 『西遊記』や F水耕伝』

から卒業し､これらの ｢恋愛ノj､説｣､或いは ｢情痴小説｣に興味を持ちはじめたというこ

とは､芥川龍之介が男女間の情欲について考えはじめたという事実を物語っている一o
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大正二年八月十一日山本書曹司宛の手跡 こ､芥川龍之介は結婚観について､次のように

書いたO ｢僕には結婚が〝二個の beingの醜い結合〝とも〝corpsoflo

ve〝とも考へられない (中略) 結婚と云ふのは宇宙に存在するこの実在が一体になる事

を云ふのだ (中略) 二実在が-体をな

す為には先其間に禦がなければならない (僕は性欲と愛とを同一とは考へない)次いでは

共闘に円満奄理解がなければならない｣と言い､つまり二人の間紘 "愛叶と 4理解"がなければならないという

考え方であるOだから､山本へのアドバイスは､第~に ｢愛さない女はもらふな｣､第二

に ｢自分を理解する事の出来ない女をもらふな｣である｡理解については､ ｢理解し得る得ない

は女の教育程度の如何にあるのではない 女の頑のい 惑ゝいにあるのではない (全然之によ

らないとも云へない 少くとも教育程度の如何が理解に関係するより頭の善悪が理解に関係す

る方が遥に多いと思ふ)自分のと同じ心の傾向を持ってゐるかどうか 自分と同じ感情

を持っ事が出来るかどうかにあると思ふ｣と説明するOそれから本気にそう思ったのか或

いは冗談で書いたのか､ ｢一度嫁に行った女はいけない 別れたのでもつれあひがしんだのでもそ



どうか､確な事時覚えてゐない｡唯嶺の舞腐余から帰る所に､明け方の巴塁の光景を描い

｢ た､たった五六行の文章が盲るoそれが嬉しかった事だ桝ま覚えてゐる｡｣と述べてい.ao

｢ 二

ド-デを読んだ時期は先の書簡とほぼ一致しているB芥川龍之介のド-デへの関心はその

後もずっと続いていたらしい｡大正^年五月二十九日と六月十七日の日記にド-デを読ん

だという記録を残している (｢『我鬼意日録』より｣)｡

イギリスの耽美的芸術至上主義者であるワイルド(Oscar甘ilde一八五六～一九〇〇)

は詩人であり､′j儲家であり､また劇作家でもある｡芥川龍之介は ｢愛読書の印象｣ (F文

章倶楽部』大正九 リt)に ｢中学を卒業してから色んな本を読んだけれども､特に愛読し

た本といふものはないが､概して云ふと､ワイルドとかゴーチエとかいふやうな絢燭とし

た小説が好童であった｣と言うように､かなり早い時期からワイルドを読んでいたO大正

元年七月二十-日山本喜誉司宛の自簿絵葉書にワイルドのアフォリズム ｢T耽 #ySTERY0

FLOVEisgreaterthanthatOFLrFE｣と書いた｡また､大正二年八月十二日浅野三千

三宛の手紙で､ワイルドのことについて次のように述べて､後輩の浅野に読むようにと推

薦した｡

九月迄気楽に且読み且遊ばる がゝよかるべく侯サロメをかきたる 附LDEに DEPROFU

NDⅠS(frozDtheDepth)と云ふがありBALLADSOFREAD川GCAOLの詩と共に獄中の

感想記に候へども 川TENTIONと称する ESSAyを集めたるものと共に 官rLDEの思想

をしるには最よろしかるペくたしか丸書にも中西屋にも十志の版が来てゐたと息ひ候

僕も五年生のときひろひよみし事ありで -Thefinalmysteryisoneself"など云ふ

句に UNDERu椛 したる本を未に蔵して居り廠小説には P̀ICTtJREOFDOZZIANGRAY･と

称する代表作 ′柘櫓の家′ 11APPYPR川CE'の所謂土耳舌城東の如く愛すべき御伽噺

有之 PLAyにも L̀Al)y耶NDER拡RE(簾り怪しく候)一sFAN‥IDEALHtJSBAND‥YOykNOF

NOI肝ORTANCE'などの傑作有之侯詩も前記の BALLADの外 S̀PH川‡',JRAyENNA'など有

名に候帰京後でよろしくばどれでも御貸し申し儀赤轟鉛筆で紬をつけし分は皆-志の

版が出て居り候他は独遠の HAEBtI丑Gか何かで (事によるとライブチッヒかもしれず)

出てゐるこ麻克の本と英国の五志版とありし様に思ひ候十志ばかりの上等の本もある

やうに償 PTCTtlREOFDorianGrayは美しき描写と皮肉なる警句にみち居り Àfine

counter)anceisa皿IOrepreciousgiftthanagenius.‥Iiikeacting,foracting
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′ i- Orerealthanlife･･など云ふ句も此中にあったと思ひ候l lワイルドの代

表作 ｢ドリアン グレーの肖像｣･｢ウインダミア美人の扇｣I｢理想の夫｣･｢サロメ｣
･｢幸福な王子｣など､殆ど網羅している｡ワイルドへの関心は ｢サロメ｣の観劇を-つの温点に逮

していると見ていいと思う｡大正元年十一月十一日､芥川龍之介は一高のクラスメートの恒藤恭と

久米正雄と石田中之助と一緒に､横浜のゲーテイ座で英人アラン･ウイルキイー座が演

じた ｢サロメ｣を見に行った｡翌日の夜､イギリス海軍のミノトウル艇のオーケストラが加わった ｢

サロメ｣を再び見て､かなり興督したようだ (注20)｡芥川龍之介は後にこの碗劇のこと

をもとに､ ｢Gaity座の 『サロメ』｣を書いた (『女性』大正十四･八)｡観劇で感

激を受けた芥川龍之介は､ワイル ドの戯曲だけではなく､彼の諒とか､小

説とか､童話などにも興味を示すようになったOまた､小説を読むときに､その ｢美しき描写と



の傾倒の様子は､ ｢あの頃の自分の事｣ (『中央公論』大正八 ･- -)で､ ｢読んだ本

｢ の車で､約 にも自分が感凱 t-r-'ゐられなか-たのは､何よりも先ストリントベルグだ
ったoその頃はまだシェリングの訳本が沢山あったから､手あたり次第読んで見たが､自

分は彼を見句と､まるで近代滞神のプリズムを見るやうな心もちがした｣と述べ､ストリ

ンドベリに探い共感を示した｡芥川龍之介は生涯たわたって､ストリンドベ･)を追究しつ

つ､晩年の芥川龍之介は作品の中でストゾンドベリの生活を自分の生清と照らし合わせ､

日朝的な調子のものが多い｡例えば､ ｢僕は丸善の二階の書棚にストリントベルグの 軒伝

説』を見つけ､二三貰づつ目を通した｡それは僕の巌験と大差のないことを書いたものだ

った｣(｢歯車｣の ｢三夜｣)とか､ ｢それから部屋の中へひき返すと､管の低いランプの

下に 『痴人の告白』を読みはじめた｡が､二京も読まないうちにいつか苦笑を洩してゐた｡

- ストリントベ1)イも亦情人だった伯爵夫人へ送る手紙の中に彼と大差のない嘘を書い

てゐるO- ･｣ (｢或阿呆の一生｣の ｢二十五 ストリントベリイ｣)などであるoもっ

とも後者は富田精一氏が篇摘したように､それは芥川龍之介が女友達との密事の露見を予

防するために､彼女らに傍らせようとするプレテクストだったのであろう (注21)｡結局､

果たして芥川龍之介の計算どおりで､彼の多くの女友達は彼からの手紙を公表しようとし

ていないO

それから､大正二年九月五日藤岡蔵六宛の手紙で､ ｢東京へかへつてから何と云ふ事な

くくらした罪と罰をよんだ四召五十何頁が悉心理描写で持善ってゐる一木-革も heroの

心理と没交渉にか､れてゐるの巧-もない従って plasticな所がない (これが僕には聯

物足りなく感ずる所なのだが)其代りラスコルこコフと云ふ heroのカラクタアは凄い壕

強く出てゐるこのラスコルこコフと云ふ人殺しとソエアと云ふ淫売婦とが黄色くくすぶり

ながら燃えるランプの下で聖書(ラザロの復活の節-ヨハネ)をよむ sceneは中でも殊に

totlchingだと覚えてゐる始めてドストイエフスキーをよんで大へんに感心させられたが

英訳が少ないので外のをつ けゞてよむ敦には行かな~いで困る｣と F'罪と罰』の評を書き送っ

て､ドストエフスキーへの関心の深さIを示している｡

芥川龍之介は以上に述べた西洋文学を精神の壕としなから､輿味本位で中国の 『金瓶梅』

などの ｢情痴小説｣に興味を持ち続けた｡例えば､大正五年一〇月十九日に石田幹之助苑

の書簡で ｢ObsceneBookは外になかったら 石印の-番やすい金瓶梅を買って来てくれ
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給へ｣と頼んだり､大正七年十一月二〇日に西村虚言宛の手紙で ｢金瓶梅を始め痴峯子

侍､紅香僧､牡丹奇濠､燈蕊奇僧僧､歌書奇観などの漢書をよむとどうも支那人の閲

イヒした野野性が面白くなって来る上海の本屋でああ云ふ淫書が蒔山出てゐるらしい

がもし上記の外のものがあったら送ってくれ給へ金は大金でない限り送

るから｣とお願いしたりしたことがあるD更に､大正-〇年三月二十六日に､中国旅行へ

出発する途中､大阪から棒材幸夫に次の手紙を送った.拝啓 支那の本中場景妃の生殖

器なぞの事を書いた本と云ふのは何と云ふ本ですか御教示下されば率甚ですなはそんな本で面

白いのがあったら御数へ下さいませんか僕の知ってゐる詩経の書は金瓶梅O肉薄囲O香花天｡牡丹奇藤｡痴草子O倉官報o

歓喜奇観｡殺子報｡野里曝書O如意君僻O

春風得意奇濠O隔廉花影等です以上さて､芥川龍之介はかくのごとく､中国の古典文学を読み､さらに自然主義だの､

耽美派だの､ニヒリズムだの､アフォリズムだの､いれ ､ろな西洋の近代文学思潮に接し､

また深く理解し､それから鴎外や軟石､荷風､藤村などをも読み (往22)､それ

によって自ら近代一作家としての土台を作り上げたのである｡0芦肇ヨ(注1)

大正四年二月二十八日 恒藤恭宛の書簡｡(注2) 恒藤恭 『旧友芥川龍之介j

a(注3) ｢文学好きの家慶から｣､ F文章倶楽部j 大正七年一月｡(注4

) 恒藤恭 F旧友芥川龍之介』 ｡(注5) しかし､恒藤掛 まこの箇所を否定的

に見ているOつまり､これは芥JrJの虚構である｡なぜなら､芥川の養母は決して



｢ ･ヽ

｢ 二､･･ ド

]

:I/ II . _ _

ていたjfJ広 義父琴 の実態とは､全く違った肌合いの父親であったと言い

ながら､｢大導寺信嶺の半生｣における助少年のころの芥川龍之介の真実の
ありかたの浪合畳は約二十五パーセントくらいしか占めていないと指摘して

いる｡ (｢青年芥川の面影｣､ 『近代文学産業講座 第十一巻芥川龍之介』

角川書店 昭和三十三･六 ･五)

(注6) 恒藤恭 ｢青年芥川の面影｣､ 『近代文学鑑賞講座 第十一巻芥川龍之介』

角川書店 昭和三十三年六月五日｡

(注7) 佐々木充氏の清掃によると､芥川の作品の中で､ ｢死相｣ (未定稿､執筆は

中学の最高年寂から高等学校の初年級までの間と推定)･｢歯音｣ (′)＼説､

初出不祥)･｢南瓜｣ (′J､品､大正七 ･二 ･二四､ 『読売新聞』)･｢窓｣

(小説､大正八 ･二推定)･｢着物｣ (小説､初出不祥)･｢招｣ (小説､

大正^ L五 .一､ 『新潮｣).｢東洋の秋｣ (小説､大正九 ･四 .-､ r改

造』)･｢寒山拾得｣ (草稿､大正六年ごろの執筆)などが激石の ｢夢十夜｣

の影響を受けているというo佐々木充 ｢龍之介の裡なる瀬石- 小品という

(散文)をめぐって一一｣ (『文学』岩波書店､昭和五六･七)0

(注8) 明治四十三年八月五日､神奈川県相州高座郡鵠招村の別荘より山本喜誉司宛

の自筆絵葉書に､ドストエフスキーの似顔絵を書き､｢A TH DOST

OEⅠWSKⅠ｣と付け加えたo

(注9) 明治四十四年七月十^日､山本富者司宛の葉書で､御岳方面の旅行を報告し

ながら､周りの風発があまりにもロシアの匂いがするので､｢僕たちが互に

西川はHidejiroitch中原はAIasutaroin 中塚はKishiov 木本はShujika

長島はBuv71a神山はToE70-OV僕はRitJnosky と浮名をつけあった｣と書

いている｡

(注10) 明治四十四年七月十八日､山本毒曹司宛葉番｡

(注目) 明治四十三年九月一日､西村貞書苑絵葉書o

(注12) 明治四十四年?月十一日 (年次推定)､山本書誉司宛手紙O

(注13) 明治四十五年四月十三日､山本書曹司宛手紙に ｢最後に御願がある -昨年

の九月にあげた手紙は破るか火にくべるかしてくれ絵へ ビンな事を書いた

か今になって考へると殆取留めがない さぞ馬鹿々々しい事が書いてあった

らうと恩ふ 何となく気まりが憩いからどうかしちやってくれ絵へ 切に御
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廟する｣と書いたo r｢(削 4) JBB治四十五年四月十三日､山本書巻司宛手跡 こ｢マアテ

ルIJンクの Bluebl ニdb三三……し三言冒,:芸J%言芸二芸."I-のだか

ら"Oよむ気になったンだ(注15) 明治四十五年七月十六日､恒藤恭宛の手姦郎こ｢ろ

せつちの詩集の序に彼は起自然な事のかいてある本は何でも耽読したとかい

てある 大に我意を得たと思ふ一笑 時々ろせちをよむ 頗くは此詩人のや

うに純なる詩の三昧境に生きたい

と息ふ｣と書いてある｡(注16) 大正元年八

月二日､藤岡蔵六宛手紙｡(注17) 七月十六日に恒藤恭宛の手紙に｢MYSTERI

OUSな話しがあったら教へてくれ絵へ｣とあったOまた､八月二日藤岡蔵六宛の手紙に

｢Xysteriousな話しを何でもい かゝら書い

てくれ給へ｣と書いた｡(注18) 大正二年七

月十七日､恒藤恭宛手紙｡(注19) 大正二年七月二

十二日､藤岡蔵六宛手紙O(注20) 恒藤恭 ｢青年芥川の面影｣､ 『近代文学鑑賞講

座 第十一巻芥川龍之介』角川書店

昭和三十三年六月五日｡(注21) 吉田椅- ｢芥川龍之介の人と作品｣､ 『近代文学

鑑賞講座 第十一巻芥川龍之介』 角川書店

昭和三十三年六月五日｡(注22) 鴎外について大正二年^月十九日広瀬

雄宛の手紙にこう書いたOぶらうにんぐの代わりに鴎外先生の ｢分身｣｢走

馬灯｣｢意地｣｢十人十話｣なぞよみ侯皆面白く候へども分身中の

｢不思議な鏡｣走馬灯中の｢百物語｣｢心中｣｢藤聯絵｣意地の ｢佐槙甚

五郎｣｢阿部｣族｣十人十話の ｢独身者の死｣最面白く中でも｢意地｣の一巻を何度もよみか

へし候それから､他の書簡で擬石の ｢夢十夜｣とか (明

治四三 ･六 ･二二､山本書誉司宛)､荷風の享楽主義とか (明治四五 ･四･一

三､山本書誉司宛)､藤村の F破戒』とか (大正二 ･八 ･一二.浅野三千三

宛)､当代作家に関心を示し､彼らの作品を読んだ形跡が伺える
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